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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第２四半期連結
累計期間

第38期
第２四半期連結
会計期間

第37期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 2,845,3331,639,47611,084,825

経常損失（△）（千円） △527,921△113,224△368,113

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△856,659△583,615△436,201

純資産額（千円） － 6,445,9327,223,145

総資産額（千円） － 11,762,17114,850,222

１株当たり純資産額（円） － 1,895.942,124.54

１株当たり四半期（当期）純損失（△）金額（円） △251.97 △171.66 △128.30

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 54.8 48.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△237,924 － 20,239

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△81,826 － △300,630

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△72,424 － 288,817

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,557,5251,929,220

従業員数（人） － 649 615

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。　　　　

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

EDINET提出書類

タツモ株式会社(E02350)

四半期報告書

 2/29



２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 649 (48)

　（注） 従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外の出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

　　　　 者を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、派遣社員を含む。）は（　）内に当四半期連結会

         計期間の平均人員を外数で記載しております。

　　　　

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 380 (42)

　（注） 従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇

         用者数（パートタイマー、派遣社員を含む。）は、（　）内に当四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

         おります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同期比（％）

プロセス機器事業　　　（千円） 1,208,033 　　－

 液晶製造装置　　　（千円） 1,003,026 　　－

 半導体関連機器　　（千円） 205,006 　　－

金型・樹脂成形事業　　（千円） 313,453 　　 －

合計　　　　　　（千円） 1,521,486 　　－

　（注）１．金額は製造原価で表示しております。

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

プロセス機器事業 338,148 　　 － 4,086,644 　　 －

 液晶製造装置 205,531 　　 － 3,469,649 　　 －

 半導体関連機器 132,617 　　 － 616,995 　　 －

金型・樹脂成形事業 417,593 　　 － 207,122 　　 －

合計 755,741 　　 － 4,293,767 　　 －

　（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同期比（％）

プロセス機器事業　　　（千円） 1,307,607 　　－

 液晶製造装置　　　（千円） 1,097,371 　　－

 半導体関連機器　　（千円） 210,235 　　－

金型・樹脂成形事業　　（千円） 331,868 　　 －

合計　　　　　（千円） 1,639,476 　　－

　（注）１．当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のと

おりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

東京応化工業㈱ 981,062 59.8

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４【財政状態及び経営成績の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1) 業績の状況　

　当第２四半期連結会計期間における世界経済は、米国発の金融危機の影響で、先進国だけでなく、新興国や資源国の

経済も低迷し、世界的に景気減速が続いております。わが国においては、景気対策のエコカー減税やエコポイント制度

などの導入により、一部においては生産や消費が増えましたが、雇用や所得環境が厳しいため、個人消費は伸び悩み、

景気回復と言うには程遠い状況です。

　当社グループが属する電子機器業界におきましては、液晶や半導体などＩＴ関連のメーカーで在庫調整のため、大幅

な減産を実施しました。このため、設備投資は大幅に減少し、受注などは大変厳しい状況が続いております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高1,639百万円、営業損失165百万円、経常損失113百万円、四半期

純損失583百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間におけるセグメント別の業績につきましては、以下のとおりとなっております。

①事業の種類別セグメント

（プロセス機器事業）

　液晶製造装置部門につきましては、パネルメーカーが在庫調整のため、設備投資を大幅に延期・縮小したこと

により、受注・販売ともに厳しいものとなりました。その結果、当第２四半期連結会計期間の液晶製造装置の売

上は1,097百万円となりました。

　半導体関連機器につきましては、個人消費が落ち込んでいる影響などにより、受注・販売ともに伸び悩みまし

た。その結果、当第２四半期連結会計期間の半導体関連機器の売上高は210百万円となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間のプロセス機器事業の売上高は1,307百万円,営業損失は121百万円と

なりました。

（金型・樹脂成形事業）　

　金型・樹脂成形事業につきましては、景気の悪化により消費が低迷していることが大きく影響し、受注・販売

ともに低調に推移しました。その結果、当第２四半期連結会計期間の金型・樹脂成形事業の売上高は331百万

円、営業損失は37百万円となりました。

　

②所在地別セグメント及び海外売上高

　当第２四半期連結会計期間における所在地別セグメントにつきましては、日本が売上高1,550百万円、営業損

失158百万円、北米が売上高33百万円、営業利益５百万円、アジアが売上高91百万円、営業損失11百万円となりま

した。また、海外売上高は、北米が24百万円、アジアが98百万円、その他が３百万円となりました。
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(2) 財務状態の分析

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前期末に比べ2,589百万円減少し7,514百万円となりました。これは主

に、「受取手形及び売掛金」が1,380百万円、「たな卸資産」が694百万円それぞれ減少したためであります。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末の固定資産は、前期末に比べ498百万円減少し4,247百万円となりました。主な内訳は

「投資その他の資産」の減少額352百万円によるものであります。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前期末に比べ2,467百万円減少し3,703百万円となりました。これは主

に、「短期借入金」は202百万円、「支払手形及び買掛金」が2,281百万円、「未払金」が169百万円それぞれ減少し

たためであります。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末の固定負債は、前期末に比べ157百万円増加し1,613百万円となりました。これは主

に、「長期借入金」の増加額135百万円によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前期末に比べ777百万円減少し6,445百万円となりました。これは主に、

「利益剰余金」の減少額856百万円によるものであります。当第２四半期の自己資本比率は54.8％になりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ311百万円減少し、1,557百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の営業活動より増加した資金は382百万円となりました。これは主にたな卸資産の減少、

仕入債務の減少等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の投資活動より使用した資金は23百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得

による支出等のによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間の財務活動より使用した資金は661百万円となりました。これは主に短期借入金の減少と

長期借入金の返済等によるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。　

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間の研究開発費は、有機ＥＬ製造装置などに対し総額25百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①株式の総数

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,600,000

計 13,600,000

②発行済株式

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,400,000 3,400,000ジャスダック証券取引所 ・単元株式数　100株

計 3,400,000 3,400,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日 
－ 3,400,000 － 1,395,240 － 1,909,398
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（５）【大株主の状況】

 平成21年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（㈱）　

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

鳥越俊男 岡山県井原市 745,000 21.9

東京応化工業株式会社 川崎市中原区中丸子150 360,000 10.6

タツモ従業員持株会 岡山県井原市木之子町6186 258,700 7.6

中銀リース株式会社 岡山市北区丸の内１丁目14－17 101,500 3.0

鳥越琢史 岡山県井原市 85,000 2.5

株式会社中国銀行 

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）　

岡山市北区丸の内１丁目15-20

（東京都中央区晴海１丁目8－12）
74,500 2.2

鳥越紀男 神奈川県横浜市栄区 70,000 2.1

株式会社石井表記 広島県福山市神辺町旭丘５ 68,200 2.0

株式会社ニッコウトラベル 東京都中央区京橋１丁目１－１ 67,800 2.0

三菱ＵＦＪ証券株式会社  東京都千代田区丸の内２丁目４番１号 60,000 1.8

中銀カード株式会社 岡山市北区丸の内２丁目10－17 60,000 1.8

中銀保証株式会社 岡山市北区丸の内２丁目10－17 60,000 1.8

計 － 2,010,700 59.1
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（６）【議決権の状況】

　

①発行済株式

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,399,500 33,995 －

単元未満株式 普通株式 400 － －

発行済株式総数 3,400,000 － －

総株主の議決権 － 33,995 －

 

②自己株式等

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

タツモ株式会社
岡山県井原市木之子

町6186番地
　100  － 100 0.0 

計 － 100  － 100 0.0 
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２【株価の推移】

当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

月別
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 438 410 410 403 530 610

最低（円） 312 316 330 349 350 495

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条

第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、創研合同監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,664,495 2,029,875

受取手形及び売掛金 1,498,914 2,879,501

商品及び製品 78,085 76,673

原材料及び貯蔵品 335,302 351,991

仕掛品 3,651,112 4,330,707

繰延税金資産 211,949 181,762

その他 92,230 274,046

貸倒引当金 △17,168 △19,970

流動資産合計 7,514,921 10,104,587

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,841,964 3,912,180

減価償却累計額 △1,805,631 △1,805,221

建物及び構築物（純額） 2,036,333 2,106,959

機械装置及び運搬具 1,603,922 1,568,745

減価償却累計額 △981,664 △888,212

機械装置及び運搬具（純額） 622,257 680,533

その他 1,621,385 1,633,574

減価償却累計額 △508,329 △508,311

その他（純額） 1,113,056 1,125,263

有形固定資産合計 3,771,647 3,912,755

無形固定資産

ソフトウエア 31,058 35,347

その他 6,052 6,052

無形固定資産合計 37,110 41,399

投資その他の資産

投資有価証券 310,385 310,103

繰延税金資産 993 352,112

その他 135,323 129,263

貸倒引当金 △8,210 －

投資その他の資産合計 438,492 791,479

固定資産合計 4,247,249 4,745,635

資産合計 11,762,171 14,850,222
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 526,758 2,807,878

短期借入金 929,856 1,132,738

未払金 231,872 401,620

未払法人税等 12,761 7,866

前受金 1,891,043 1,728,211

製品保証引当金 46,370 52,100

賞与引当金 900 15,425

その他 63,490 25,196

流動負債合計 3,703,053 6,171,035

固定負債

長期借入金 954,470 818,998

退職給付引当金 414,850 382,795

役員退職慰労引当金 238,531 247,156

その他 5,332 7,090

固定負債合計 1,613,184 1,456,041

負債合計 5,316,238 7,627,077

純資産の部

株主資本

資本金 1,395,240 1,395,240

資本剰余金 1,909,398 1,909,398

利益剰余金 3,125,707 3,982,366

自己株式 △436 △436

株主資本合計 6,429,908 7,286,567

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 523 △9,444

為替換算調整勘定 15,500 △53,976

評価・換算差額等合計 16,024 △63,421

純資産合計 6,445,932 7,223,145

負債純資産合計 11,762,171 14,850,222
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 2,845,333

売上原価 2,786,885

売上総利益 58,447

販売費及び一般管理費 ※
 654,705

営業損失（△） △596,258

営業外収益

受取利息 3,371

受取賃貸料 7,658

受取手数料 1,675

保険解約返戻金 62,350

為替差益 4,766

その他 7,379

営業外収益合計 87,201

営業外費用

支払利息 18,379

その他 484

営業外費用合計 18,864

経常損失（△） △527,921

特別利益

固定資産売却益 292

賞与引当金戻入額 15,425

関係会社株式売却益 100

特別利益合計 15,817

特別損失

固定資産売却損 16

固定資産除却損 695

投資有価証券評価損 16,369

賃貸借契約解約損 11,394

特別損失合計 28,474

税金等調整前四半期純損失（△） △540,578

法人税等 316,080

四半期純損失（△） △856,659
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 1,639,476

売上原価 1,515,243

売上総利益 124,232

販売費及び一般管理費 ※
 289,543

営業損失（△） △165,310

営業外収益

受取利息 1,257

受取賃貸料 4,424

受取手数料 684

保険解約返戻金 54,855

受取配当金 1,360

その他 123

営業外収益合計 62,705

営業外費用

支払利息 9,480

その他 1,138

営業外費用合計 10,619

経常損失（△） △113,224

特別利益

固定資産売却益 1

賞与引当金戻入額 22,466

特別利益合計 22,468

特別損失

固定資産売却損 16

固定資産除却損 674

投資有価証券評価損 16,369

賃貸借契約解約損 11,394

特別損失合計 28,454

税金等調整前四半期純損失（△） △119,211

法人税等 464,404

四半期純損失（△） △583,615
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △540,578

減価償却費 203,774

売上債権の増減額（△は増加） 1,387,633

たな卸資産の増減額（△は増加） 696,953

仕入債務の増減額（△は減少） △2,267,306

前受金の増減額（△は減少） 152,461

その他 137,480

小計 △229,581

法人税等の還付額 4,312

その他の支出 △12,655

営業活動によるキャッシュ・フロー △237,924

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △57,232

無形固定資産の取得による支出 △12,827

その他 △11,765

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,826

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △271,268

長期借入れによる収入 500,000

長期借入金の返済による支出 △297,808

長期未払金の増減額（△は減少） △2,741

配当金の支払額 △606

財務活動によるキャッシュ・フロー △72,424

現金及び現金同等物に係る換算差額 20,480

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △371,695

現金及び現金同等物の期首残高 1,929,220

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,557,525
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

  第１四半期連結累計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準

第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、たな卸資産の評価基準を

主として個別法による原価法から主として個別法による原価法（貸借対照表価額につ

いては収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法）に変更しております。この変更に

伴う損益への影響はありません。

(2) リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引にかかる方法

に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号）を第１四半期連結累計期間から早期適用し、通常の売買取引に係る会計

処理によっております。

　ただし、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理を適用しております。

　この変更に伴う損益への影響は、当２四半期連結累計期間における該当取引がないた

めありません。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の算

定方法

　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定している

ため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。　　　　　　

２．たな卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末のたな卸資産の算出につきましては、実地たな卸を省

略し前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算出してお

ります。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．税金費用の計算方法

　

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示

しております。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

給与手当 201,054　千円

賞与引当金繰入額 55　千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,370　千円

退職給付費用 35,378　千円

研究開発費 74,321　千円

減価償却費 26,311　千円

貸倒引当金繰入額 5,408　千円

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次のとおりであります。

給与手当 96,070　千円

賞与引当金繰入額 55　千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,661　千円

退職給付費用 17,612　千円

研究開発費 25,539　千円

減価償却費 8,217　千円

貸倒引当金繰入額 3,003　千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　　（平成21年６月30日現在）

　現金及び預金勘定 1,664,495千円

　預入期間が３か月を超

　える定期預金
△106,969千円　

　現金及び現金同等物 1,557,525千円　
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　3,400,000株

 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　136株

 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
プロセス
機器事業
（千円）

金型・樹脂
成形事業
（千円）

合計
　

（千円）

消去又は全社
　

（千円）

連結
　

（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 1,307,607331,8681,639,476 － 1,639,476

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 1,307,607331,8681,639,476 － 1,639,476

営業費用 1,433,999370,7861,804,786 － 1,804,786

営業利益又は営業損失（△） △126,392△38,918△165,310 － △165,310

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 
プロセス
機器事業
（千円）

金型・樹脂
成形事業
（千円）

合計
　

（千円）

消去又は全社
　

（千円）

連結
　

（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 2,335,535509,7982,845,333 － 2,845,333

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 2,335,535509,7982,845,333 － 2,845,333

営業費用 2,776,503665,0883,441,591 － 3,441,591

営業利益又は営業損失（△） △440,968△155,290△596,258 － △596,258

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

 

事業区分 主要製品

プロセス機器事業 液晶製造装置、半導体製造装置、搬送装置等

金型・樹脂成形事業 樹脂成形品、金型等

３．会計処理の変更

（たな卸資産の評価に関する会計基準）　

　第１四半期連結累計期間より、四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載

のとおり、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）を適

用しております。この変更による各セグメントの営業損失に与える影響はありません。

（リース取引に関する会計基準）

　第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載の

とおり、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を早期適用しております。この変更による各セグメントの営

業損失に与える影響は、当該取引がないためありません。　　
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

 売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,520,26633,007 86,2021,639,476 － 1,639,476

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
30,459 － 5,491 35,951△35,951 －

計 1,550,72533,007 91,6931,675,427△35,9511,639,476

営業費用 1,709,06827,160103,5801,839,809△35,0221,804,786

営業利益又は営業損失（△） △158,342 5,846△11,886△164,382 △928△165,310

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

 売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 2,668,31857,411119,6022,845,333 － 2,845,333

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
53,257 － 5,491 58,749△58,749 －

計 2,721,57657,411125,0942,904,082△58,7492,845,333

営業費用 3,280,51050,167172,3623,503,040△61,4483,441,591

営業利益又は営業損失（△） △558,934 7,243△47,267△598,958 2,699△596,258

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域

　　（１）北米…アメリカ

　　（２）アジア…中国

３．会計処理の変更

（たな卸資産の評価に関する会計基準）　

　第１四半期連結累計期間より、四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載

のとおり、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）を適

用しております。この変更による各セグメントの営業損失に与える影響はありません。

（リース取引に関する会計基準）

　第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載の

とおり、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を早期適用しております。この変更による各セグメントの営

業損失に与える影響は、当該取引がないためありません。　　
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高　　　　　（千円） 24,635 98,452 3,868 126,956

Ⅱ　連結売上高　　　　　（千円） － － － 1,639,476

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
1.5 6.0 0.2 7.7

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高　　　　　（千円） 45,179 134,152 4,304 183,636

Ⅱ　連結売上高　　　　　（千円） － － － 2,845,333

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
1.6 4.7 0.2 6.5

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

（１）北米……アメリカ

（２）アジア…中国、韓国、台湾　

３. 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

　当社グループが保有する有価証券は、事業の運営において重要なものではなく、また、前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動もありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

当社グループはストック・オプション等を行っていないため、該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 1,895.94円 １株当たり純資産額 2,124.54円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 251.97円 １株当たり四半期純損失金額 171.66円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 　 　

四半期純損失（千円） 856,659 583,615

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 856,659 583,615

期中平均株式数（千株） 3,399 3,399

         

　

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　当社は平成21年８月12日開催の取締役会において、希望退職者の募集を行うことを決議いたしました。

　

１．希望退職者募集の理由

　一段と厳しさを増す事業環境に対処するとともに、将来に向け確固たる利益体質を構築するために、事業の見直しを

行い、さらに人員削減を柱とする再建策に取り組んでおります。今回の希望退職者募集は、再建策の一環として実施す

る事業規模の最適化に伴い、人員の適正化を図るものであります。

２．希望退職者募集の概要　

（１）募集対象者　退職日現在満46歳以上の当社正社員

（２）募集人員　　80名程度

（３）募集期間　　平成21年９月１日から平成21年９月

　　　　　　　　　30日まで

（４）退職日　　　平成21年10月31日

（５）その他　　　退職者に対して、所定の退職金に特

　　　　　　　　　別加算金を上乗せ支給する。

３．今後の見通し

　応募者が募集人員に達した場合は、特別加算金の総額約１億円を見込んでおり、平成21年12月期において特別損失と

して計上する予定であります。　

　
 
 

（リース取引関係）

　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　「リース取引に関する会計基準」を早期適用し、既存分のリース取引で所有権移転外ファイナンス・リース取

引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末における

リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

タツモ株式会社

取締役会　御中

創研合同監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 本間　寛　　　印

 業務執行社員  公認会計士 佐竹　邦彦　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタツモ株式会社の

平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タツモ株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成21年８月12日開催の取締役会において、希望退職者の募集を行う

ことを決議している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　報告書提出会社）が別途保管しております。　　　　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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